
概要

特徴

今後の展開

テーマ「ともに究め、明日の社会を拓く」との関連

C3

情報技術によって人の行動を変化させサステイナブルな社会実現を目指し発足した、電気自動車（EV）シェアリングの実証
研究です。互いに顔が見えるコミュニティ内で車両を共有し、他者の需要を可視化することで集団全体で効率的かつ自律
的に運用できる新しいモビリティインフラの構築を目指しています。

本研究は、国立研究開発法人情報通信研究機構（NICT）の高度通信・放送研究開発委託研究として採択されています。

連絡先：奈良先端科学技術大学院大学 地域共創推進室
TEL：0743-72-5901 E-mail：car-misc@is.naist.jp

◼ 従来カーシェアリングの予約型ではなく、乗りたい度合い、乗り始めたい時間と
場所を表明するモビリティオークションや、好ましい返却行動に報酬を与えるイ
ンセンティブ設計により集団での利用効率を高めます。

◼ ブロックチェーン上のスマートコントラクトを用いて車両の使用権を取引し、スマ
ートキーの取得、トークンの徴収を行うことで、自律的な運営ができ管理者の
負担は小さく、ユーザはスマートフォンにて一連の操作が完結できます。

◼ 2023年5月よりATR様をはじめとした学外メンバーにも利用範囲を拡大し、複
数コミュニティの相互作用効果、及び移動の利便性向上を検証しています。

◼ 本プロジェクトにはATR様をはじめ、KRI様、（株）けいはんな様、近隣地域の
自治体様など、複数機関に参画いただいており、共に地域コミュニティの活性
を目指し実証研究を進めています。

◼ 地域コミュニティ内に点在する大学や企業等の「知とモノづくりの拠点(地域活
性化の原動力となる拠点)」間の移動に、本カーシェアリングシステムを複数拠
点で展開、連結(スーパーキャンパス化)し、地域全体でのモビリティインフラ構
築を目指していきます。
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